
 事例 64 思 考 展 開 シ ー ト  
 

 

本人の言葉や状態 
ワークシート C-④に書いた、本人の言葉や行動を書き
出し、関連のありそうな情報を整理してみましょう。 

 

（1） 疾病や薬の副作用等の影響は考えられますか? 
 
【助言者より】 
全く記入していませんが、ここでは副作用の有無を聞いている
のではなく、認知症の中核症状や既往症の進行、薬の特性や効
果、服薬に関する医師からの指示、留意点などを再確認するこ
とを意図しています。帰宅欲求に影響を与えている何かが見つ
かるかもしれません。もう一度この機会に、検討してみてはい
かがでしょうか。 

 

(4) 音・光・味・臭い・寒暖等感覚的な苦痛を与える刺激の 

影響は考えられますか? 
 
【助言者より】 
この項目も記入していませんが、ちょっとした刺激でも認知症の
人に苦痛を与え、混乱や不安を誘発することがあり、帰宅欲求の
引き金になる場合も少なくありません。うるさいだけではなく静
かすぎる、明るいだけでなく暗いなどさまざまな方面から捉え、
本人の言動と感覚的な刺激の関係を考えてみてはいかがでしょ
うか。 

（6） 障害程度・能力の発揮に対して、住まい・器具・物品等 

物的環境による影響は考えられますか？ 
 
・居室にいることが多く、孤独を感じる。 
【質問】 
居室を好む理由として、何が考えられますか？ 
また、どうしたら居室から出て、皆と交流したいと思うでしょう
か？ 
【回答】 
高齢のため、起きていることが苦痛であるため、あるいは起きて
いてもすることがないからかもしれない。 
気の合う人がおり、孤立を感じさせないリビングづくり。自分に
できる仕事・役割がある。 

（5） 家族・介護者など周囲からの過剰、あるいは少なすぎ

る関わりの影響は考えられますか? 
 
・キーパーソンである四女の面会が、月に一度あるぐらいである。
・普段、居室で休むことを好むため、介護者のかかわりが少ないと
思われる。 

 

（3） 悲しみ・怒り・寂しさ等の精神的苦痛、また本人の性格

等の影響は考えられますか？ 
 
・わがまま。 
・話し好き。 
・人当たりは良い。 
・前施設でも同じ状態であり、常に誰かにかかわってほしい。 
【質問】 
話し好きで人当たりが良いのは、どのようなときですか？ 
【回答】 
人前に出ると皆に頭を下げ、ニコッと愛想笑いをする。職員を見
ると話し掛けようとする。 

（2） 身体的痛み、便秘・不眠・空腹等による苦痛の影響は

考えられますか? 
 
・高齢であり、短時間しか起きていられない。 
【質問】 
起きている時間をどのように活用していますか？ 
【回答】 
職員と会話する。 

 
 
 

（8） 生活歴・価値観等に基づいた暮らし方と、現状とのズレ

による影響は考えられますか? 
 
・長女の死は、心に大きなショックを与えているが、本人は忘れて
しまっている。長女の死は忘れていても、辛かった記憶は残って
いるように思われる。長女と暮らしていた記憶がふいによみがえ
り、困惑するのではないか。 
長女の死を受け入れられていない。 
【質問】 
モーニングワーク（大切な人との離別や、心の支えとなっていた
ものを失ったときに自然と始まる、立ち直るまでの心の営みのこ
と）には時間が掛かります。十分に悲しむことも必要ですが、ど
のような悲しみに寄り添うかかわりを持っていますか？ 
【回答】 
本人は長女の死を忘れているため、長女の死には触れずにかかわ
りを持つようにしているが、そのときの辛かった深い悲しみがあ
ることを忘れず、Aさんの思いを受け止めるようにしている。 

・「Aです。○○（地名）に帰りたい。」と、お経を唱えるよ
うな口調で言う。 

・「ここはどこ？家に帰りたい。」と眉間にしわを寄せて、話
し口調で言う。立ち上がって歩こうとする。 

・「分からないー、教えてー。」と、すがるように職員の手を
強く握る。 

 

（7） 要望・障害程度・能力の発揮と、アクティビティー（活動）

とのズレによる影響は考えられますか？ 
 
・昔は、裁縫、和裁が好きであった。 
 
 


